
国道５６号 窪川佐賀道路（佐賀工区）の
小黒川トンネルが貫通しました

国土交通省中村河川国道事務所が発注し、株式会社鴻池組が工事を進めている窪川佐

賀道路（佐賀工区）小黒川トンネル（仮称）が、令和７年９月２５日に貫通しましたの

でお知らせします。

【小黒川トンネル（仮称）の概要】【別紙１参照】

１．工事場所：高知県幡多郡黒潮町小黒ノ川～熊野浦

２．トンネル延長：３９６ｍ

※貫通に併せて９月２５日に工事施工業者主催の貫通式が執り行われました。
【別紙２参照】

■中村河川国道事務所 ＨＰ https://www.skr.mlit.go.jp/nakamura/index.html

X（旧Twitter） https://x.com/mlit_nakamura

問合わせ先

【事業に関するお問い合わせ（○主な問い合わせ先）】

国土交通省 四国地方整備局 中村河川国道事務所

副所長（道路） 山本 恭二 TEL:0880-34-7301（代表）

○工務第二課長 宮中 道太 TEL:0880-34-7305（直通）

【式典に関するお問い合わせ（○主な問い合わせ先）】

株式会社鴻池組

ＴＥＬ ０８８０－５５－２０６１（小黒川トンネル工事事務所）

○監理技術者 村島 雅征

～着実に進捗しています～

令和７年９月２６日

X（旧Twitter）ホームページ

やま もと きょう じ

みやなか みち た

くぼ かわ さ が さ が
中村河川国道事務所

が こ ぐろがわ

【発表先】幡多記者クラブ

こうのいけぐみ

さ が

むら しま ま さ ゆき

くぼかわ さ

本施策は、四国圏広域地方計画の広域プロジェクト
【No.1南海トラフ地震を始めとする大規模自然災害等への 「支国」防災力向上プロジェクト】の取り組みに該当します。

本施策は、WISENET2050の実現に向けた施策コンセプトに該当します。
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■国道56号 窪川佐賀道路の概要

≪位置図≫

（別紙1）
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国道56号窪川佐賀道路は、四国横断自動車道や片坂バイパス、佐賀大方道路と一体となって高規格道路ネットワー

クを形成し、南海トラフ地震など災害時の緊急輸送道路の確保や医療施設までの速達性向上、地域産業活性化の

支援を目的とする道路です。
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国道56号
窪川佐賀道路

■小黒川トンネル工事の概要
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工事場所：高知県幡多郡黒潮町小黒ノ川～熊野浦

延 長：３９６ｍ

工 事 名：令和５ー６年度 窪川佐賀道路小黒川トンネル工事

工 期：令和６年２月２６日～令和７年１１月２８日

施 工 者：株式会社鴻池組
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小黒川トンネル（仮称）
延長：３９６m

国道56号
窪川佐賀道路（佐賀工区）

至 高知市

至 四万十市 この地図は、国土地理院の地理院地図に加筆したものである。
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貫通式典の状況

（別紙２）

施工状況

坑口全景

覆工防水シート張

掘削


